
令和３年度

鹿児島県立奄美図書館運営に関する点検及び評価結果

当館が策定している基本的運営方針を踏まえ，令和３年度に重点的に取
り組んだ事項と関連する指標についての評価を実施し，その結果に基づき
運営の改善を図ります。

【鹿児島県立奄美図書館の目指す姿】

人づくりに貢献し，成長し続ける図書館 ～支える・役立つ・つなぐ・育む～

【基本目標，重点取組事項】
＜基本目標１＞

鹿児島県立奄美図書館は，県内の公共図書館（室）が多様なサービスを提供できるよう，ネットワー
クの構築や研究・研修の充実等に努めることにより，県民の読書活動を「支える」図書館を目指します。

＜重点取組事項＞
１ 市町村図書館支援の充実
２ ネットワークの構築
３ 図書館運営研究の拠点
４ 図書館協議会等の充実

＜基本目標２＞
鹿児島県立奄美図書館は，県の情報拠点として，県民や地域の課題解決支援が図れるよう，多様化・

高度化する県民のニーズに応える資料の収集・保存や情報提供等に努めることにより，県民に「役立つ」
図書館を目指します。
＜重点取組事項＞
１ 利用者に対応したサービスの充実
２ 課題解決支援・学習支援の充実
３ 郷土資料（地域資料）の網羅的な収集とデジタル化
４ 図書館資料の計画的な整備

＜基本目標３＞
鹿児島県立奄美図書館は，県民が新たな知を創出できるよう，居心地の良い空間やコミュニケーショ

ン空間の充実を図りながら，知識や知恵，情報の交流の場づくりに努めることにより，人と人，人と情
報を「つなぐ」図書館を目指します。
＜重点取組事項＞
１ 場と人とをつなぐ環境づくり
２ 人と人とをつなぐ環境づくり
３ 情報と人とをつなぐ環境づくり

＜基本目標４＞
鹿児島県立奄美図書館は，県民の読書活動を積極的に推進するとともに，郷土の人や歴史等への理解

を深める場の提供に努めることにより，県民が生涯にわたって読書に親しみ，郷土に学ぶ心を「育む」
図書館を目指します。
＜重点取組事項＞
１ 子供読書活動の推進
２ 大人読書活動の推進
３ 郷土の人・文化の理解と継承

［評価基準］
評 価 内 容

Ａ 非常に良好 計画どおりに実施でき，大きな成果がみられた。
Ｂ 良好 計画どおりに実施できた。
Ｃ やや不十分 概ね計画どおりに実施できたが，一部が実施できなかった。
Ｄ 不十分 計画どおりに実施できなかった。

鹿児島県立奄美図書館





基本目標 １ 『支える』
鹿児島県立奄美図書館は県内の公共図書館（室）が多様なサービスを提供できるよう，ネッ

トワークの構築や研究・研修の充実等に努めることにより，県民の読書活動を「支える」図書
館を目指します。

１ 令和３年度の取組について
取 組 状 況

重点取組 評価
計 画 実 績

・情報の共有化を行うとともに連 ・図書館協会奄美支部の主催事業
携を密にし，利用者サービスの向 や図書館講座等の場を活用して連
上を図る。 携が図られた。

1 市町村図書館 ・貸出文庫により，市町村立図書 ・新たに自衛隊駐屯地を貸出の対 Ｂ
支援の充実 館をとおして県民への図書の貸出 象としたこともあり，前年度を

を行う。 485冊上回る利用実績となった。
・図書館ポータルサイトを活用 ・新システムおけるポータルサイ
し，相互貸借の充実を図る。 トの円滑な運用を目指して，市町

村図書館と連携を図っている。
・市町村立図書館（室）における ・新型コロナウイルス感染症拡大
利用者サービスの向上を促進す 防止に伴う公立図書館の休館の影
る。 響で，居住地返却が減少するなど
・図書館情報システムの適切な運 の影響があった。
用管理を行うとともに，セキュリ ・横断検索システムの参加自治体

2 ネットワーク ティ対策の強化を行う。また，図 数は目標値の33市町村に対し，２ Ｃ
の構築 書館情報システムを活用したサー 市２町増えて35市町村であった。

ビスの利用促進を図るため，横断 声かけにより参加意向を示す自治
検索システムへの参加・利用促進 体もあったため，今後も参加館の
を図るとともに，ホームページの 設備整備・経費面の準備を注視し
情報更新に努める。 ながら参加を働きかけていく。

・図書館講座等をとおして，図書 ・図書館講座では「読み聞かせ」
館職員の資質向上を図る。 「本の装備」等について講義・実
・公立図書館(室)，学校図書館を 演を行い充実した研修が行えた。

3 図書館運営研 訪問し，指導助言を行うとともに，・公立図書館(室)を訪問したり， Ｂ
究の拠点 来館研修や図書館司書実習を受け 来館研修を受け入れたりする等，

入れるなど，市町村や各種団体等 地域の実態に応じた課題の解決に
の支援を行う。 向けた意見交換を行った。

・大島地区内の公立図書館(室)職 ・新型コロナウィルス感染症拡大
員からの意見・要望を参考にし， 防止に伴い，図書館協会奄美支部

4 図書館協議会 図書館運営や利用者サービスの改 の総会及び連絡会議は中止にせざ Ｃ
等の充実 善・向上に努める。 るを得なかったが，各図書館（室）

と連絡を密にするよう心がけた。

２ 指標の達成状況
（１）主要指標

主 要 指 標 目標値 実績値 達成割合
1 「県民一人当たりの貸出冊数」 ３．４２冊 ２．９６冊 ８６．５％
2 「市町村満足度」 ８０％ ８０％ １００％
（２）参考指標

参 考 指 標 目標値 実績値 達成割合
1 図書館等への貸出冊数 1,060冊 672冊 ６３．４％
2 居住地返却の冊数 40冊 9冊 ２２．５％
3 横断検索への接続市町村数 33市町村 35市町村 １０６．１％
4 講座等への参加者数 50人 23人 ４６．０％
5 「大島地区図書館協議会」の参加者数 30人 0人 ０．０％

３ 評価と今後の取組について
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，連絡会議等を中止としたことで，図書館職員に

対する研修などが十分に実施出来なかった。また，県民一人当たりの貸出冊数の目標値にもわ
ずかながら達しなかった。そのような状況の中，貸出文庫については，前年度よりも485冊増加
しており，アンケートによる満足度も高かったことから，市町村への支援がなされたと考える。

今後は，新型コロナウイルス感染症の感染状況を注視しながら，研修や訪問により図書館職
員の資質向上に努めるとともに，横断検索システムの参加・利用促進を図り，また，更なる図
書の貸出をすることで，市町村立図書館（室）への支援の充実を図りたい。
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基本目標 ２ 『役立つ』
鹿児島県立奄美図書館は，県の情報拠点として，県民や地域の課題解決支援が図れるよう，

多様化・高度化する県民のニーズに応える資料の収集・保存や情報提供等に努めることにより，
県民に「役立つ」図書館を目指します。

１ 令和３年度の取組について
取 組 状 況

重点取組 評価
計 画 実 績

・閲覧・貸出など利用しやすい環 ・視覚障害者及び文字を読むこと
利用者に対応 境整備とともに，様々な利用者サ が困難な利用者のため，大型活字

1 したサービス ービスの向上に努める。 本を購入するなど環境整備を図っ Ｂ
の充実 た。

・郷土に関する事項の件名やレフ ・過去のレファレンスの掘り起こ
ァレンス事例の電算入力，パスフ しを行うことで目標値には達しな

課題解決支援 ァインダーの作成等，レファレン かったが，電算入力件数を増やし
2 ・学習支援の スツールの充実に努める。 た。また，パスファインダーの改 Ｃ

充実 ・課題解決支援コーナーの充実を 訂を行った。
図る。 ・課題解決支援コーナー４分野の

資料収集，配架の工夫を行い，充
実を図った。

・郷土の文化遺産として永く後世 ・県行政資料や市町村発行資料な
郷土資料（地 に伝えていくために網羅的で積極 ど図書以外の収集も積極的に努め
域資料）の網 的な郷土資料の収集を行い，その た。特に，世界自然遺産登録もあ
羅的な収集と ために各関係機関との連携を図り り，郷土資料の収集に努めた。

3 デジタル化 協力を依頼する。 ・郷土新聞のマイクロフィルム化 Ｂ
・郷土資料の保存と活用のため郷 については目標値以上に受け入れ
土新聞のデジタル化を進める。 ることができた。

・利用者の生涯学習に役立つ資料 ・購入，寄贈などによる4,514冊
を幅広く収集するとともに，海音 の図書資料の計画的な受入を行
寺潮五郎文庫や雑誌スポンサーコ い，蔵書冊数の令和３年度目標値

4 図書館資料の ーナー，障害者サービス資料の充 とほぼ同数の243,628冊の蔵書と Ｂ
計画的な整備 実も図りながら，県民の調査相談 なった。

に資する図書館，保存図書館とし また,障害者サービスのための
ての資料の整備に努める。 大型活字本の購入や雑誌スポンサ

ー制度による雑誌の充実を行い幅
広い資料の収集を行った。

２ 指標の達成状況
（１）主要指標

主 要 指 標 目標値 実績値 達成割合
1 「貸出＋書庫閲覧冊数」 125,000冊 90,901冊 ７２．７％
2 「利用者満足度」 45％ 54％ １２０．０％
（２）参考指標

参 考 指 標 目標値 実績値 達成割合
1 利用者満足度 37％ 54％ １４５．９％
2 レファレンス検索データ入力件数 120件 105件 ８７．５％
3 郷土新聞のマイクロフィルム化 1,226本 1,261本 １０２．９％
4 蔵書冊数 243,780冊 243,628冊 ９９，９％

３ 評価と今後の取組について
障害者サービスのための資料を含め，購入，寄贈の計画的な受入を行い，図書資料の充実を

図ることができたが，新型コロナウイルス感染症拡大防止による休館等の影響で，貸出＋書庫
閲覧冊数目標値には到達せず，レファレンス件数及び事例入力も伸び悩んだ。一方，貸出冊数
を一般・児童合わせて10冊以内の貸出したり，休館時に在架予約に対応したりすることなどで，
利用者満足度向上に繋がったと思われる。

今後も，郷土資料をはじめ利用者に役立つ資料を幅広く収集するとともに，貴重資料のデジ
タル化を進めながら，課題解決支援の充実を図っていきたい。
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基本目標 ３ 『つなぐ』
鹿児島県立奄美図書館は，県民が新たな知を創出できるよう，居心地の良い空間やコミュニ

ケーション空間の充実を図りながら，知識や知恵，情報の交流の場づくりに努めることにより，

人と人，人と情報を「つなぐ」図書館を目指します。

１ 令和３年度の取組について

取 組 状 況
重点取組 評価

計 画 実 績

・広報誌やホームページの内容の ・Instagramやホームページの内

場と人とをつ 充実を図り，積極的な情報発信に 容の充実を図った。また，広報誌

1 なぐ環境づく 努めるとともに，県の広報誌等を 等を利用した広報活動・情報発信 Ｂ

り 活用した広報活動を行う。 に努めた。

・利用者が多様な他者と交流し， ・新型コロナウイルス感染症拡大

図書館や図書資料を活用してコミ 防止の観点から参加者定員を半数

ュニケーションを楽しむことがで に削減して開催した。

人と人とをつ きるよう，交流イベントを開催す ・新型コロナウイルス感染症拡大

2 なぐ環境づく る。 防止伴う休館等の影響で，会議室 Ｃ

り ・一般県民に館内３か所の研修室 貸出予約のキャンセルが相次い

を有償（減免規定あり）で貸出を だ。

行う。

・図書館を生涯学習の活動や成果 ・新型コロナウイルス感染症拡大

を発表する場として活用するた 予防のため，ボランティア活動を

情報と人とを め，ボランティア活動を支援する。制限した期間もあったが，多くの

3 つなぐ環境づ ・ＨＰやＳＮＳを活用した情報提 参加者を得ることができた。 Ｂ

くり 供や情報交流を推進する。 ・Instagramへ最新情報を掲載す

ることに努め，休館時には毎日更

新するなど，フォロワー数は目標

値を大幅に上回った。

２ 指標の達成状況

（１）主要指標

主 要 指 標 目標値 実績値 達成割合

1 「入館者数」 134,500人 74,210人 ５５．２％

2 「利用者満足度」 49％ 69％ １４０．８％

（２）参考指標

参 考 指 標 目標値 実績値 達成割合

1 利用者満足度 49％ 69％ １４０．８％

2 交流イベント参加者数 140人 115人 ８２．１％

3 ボランティア活動者数 230人 127人 ５５．２％

4 HPのリンク数 7種類 5種類 ７１．４％

5 SNSフォロアー数 80人 208人 ２６０．０％

３ 評価と今後の取組について

新型コロナウイルス感染症拡大防止による休館等の影響で，入館者数等が目標値を下回った

が，交流イベントは実施することができた。Instagramについては，休館時に毎日更新したこと

などでフォロワー数が大幅に増加しており，より良い環境づくりを図ることができた。

今後は，新型コロナウイルス感染症の感染状況を注視しながら，魅力ある交流イベントの実

施に努めるとともに，更に利用環境の充実を図っていきたい。
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基本目標 ４ 『育む』
鹿児島県立奄美図書館は，県民の読書活動を積極的に推進するとともに，郷土の人や歴史等

への理解を深める場の提供に努めることにより，県民が生涯にわたって読書に親しみ，郷土に

学ぶ心を「育む」図書館を目指します。

１ 令和３年度の取組について

取 組 状 況
重点取組 評価

計 画 実 績

・読書指導者研修会等を開催し， ・読書指導者研修会は実施するこ

学校や家庭，地域における読書活 とができた。子供読書活動の重要

1 子供読書活動 動の輪を広げる。併せて，各種講 性と意義，具体的な進め方につい Ａ

の推進 座や講師派遣の中で，子供読書推 て周知を図れた。

進についての周知を図る。

・６５歳以上を対象にした音読教 ・感染症拡大防止のため，４回が

室を開催することで，仲間作りの 中止となったが，実施した２回で

2 大人読書活動 場として，図書館をより積極的に は，「音読の楽しさを味わえた」 Ｃ

の推進 活用されるきっかけとする。 等の好意的な感想が多かった。

島尾敏雄記念室企画展，講演会， 感染症拡大防止のため，あまみ

郷土コーナー企画展やあまみなら ならでは学舎は２回分が中止とな

郷土の人・文 では学舎を開催し，県民の生涯学 ったが，実施した各企画展及び講

3 化の理解と継 習の一助とするとともに，図書館 演会ともに好評を得た。今後も県 Ｂ

承 利用の促進につなげる。また，広 民の郷土への興味や理解を促すよ

報活動として広報誌やホームペー うな展示や講演会・広報活動を継

ジの充実を図り，報道機関への情 続していく。

報提供を行う。

２ 指標の達成状況

（１）主要指標

主 要 指 標 目標値 実績値 達成割合

1 「研修会等の参加者数」 540人 401人 ７４．３％

2 「受講者満足度」 84.0％ 98.8％ １１７．６％

（２）参考指標

参 考 指 標 目標値 実績値 達成割合

1 講座等参加者数 104人 60人 ５７．７％

2 大人向けイベントの回数 6回 2回 ３３．３％

3 講演会や企画展の参加者数 436人 341人 ７８．２％

３ 評価と今後の取組について

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，あまみならでは学舎を２回中止し，その他の講

演会や講座の定員を半分に削減した結果，研修会等の参加者数は目標値を下回った。また，大

人への読書活動についても４回中止した。

アンケートではあまみならでは学舎における受講者満足度が非常に高かった。

今後も，新型コロナウイルス感染症の感染状況を注視しながら，研修会等を実施し，読書活

動の推進を図っていきたい。
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